


































 1．1 研究の動機   
 1．2 研究の目的   
 1．3 研究の方法   
２ 「振り返り」における先行研究の検討 
 2．1 ある生徒の考察  
2．2 G.Polya氏の問題解決過程  
 2．3 F.K.Lester氏の記述的モデル  
2．4 振り返る活動の枠組み  
2．5 ２章のまとめ  
３ 振り返る活動の場面の捉え方 
 3．1 振り返る活動の場面の捉え方  
 3．2 問題解決過程での振り返り  
 3．3 問題解決終了後の振り返り  
 3．4 ３章のまとめ  
４ 振り返り方の指導 
 4．1 問題解決過程での振り返りの指導  
 4．2 問題解決終了後の振り返りの指導  
５ 研究の結果と今後の課題 
 5．1 研究の結果  
 5．2 今後の課題  































































































































































































































































  三角形ができる   5、13、17、29・・・ 
  三角形ができない  3、7、11、19・・・ 
これらの組は差分が４の倍数になっている。 
  ⇒4で割り切れる 

























































Polya著 (丸善株式会社 1954) 
・『数学の問題の発見的解き方１』G.Polya 著 
柴垣和三雄 金山靖 訳(みすず書房 1967) 
・『数学の問題の発見的解き方２』G.Polya 著 
柴垣和三雄 金山靖 訳(みすず書房 1967) 
・『算数科・新しい問題解決の指導 基礎編』伊
藤説朗 白藤重勝 編著（東洋館出版社 
1987） 
・『算数科・新しい問題解決の指導 実践編下学
年』伊藤説朗 白藤重勝 編著（東洋館出版社 
1987） 
・『算数科・新しい問題解決の指導 実践編上学
年』伊藤説朗 白藤重勝 編著（東洋館出版社 
1987） 
・『生徒の問題解決における「振り返ってみる活
動」に関する一考察』高橋のぞみ(第 23回数学
教育論文発表会論文集ｐ.261～266 
 
